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ｙ名古屋いのちの電話
１９８８年度事業報告
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相談内容男女別の相談件数 １９８８．１～１２月

人 家 夫 男 対 保 医 教 性 法 経 悄

生 族 婦 女 人 険 療 育 律 済 報

- ２ -

相
談
外

電 話 相 談 に 見 る 世 相 ’ ８ ８

１９１３５年７月１日の開設から，まる４年をむかえようとしています。この４年で，受信件数は開設の年

の２．２倍となりました。

１Ｓ）８８年は１年間に１７，１８３件の相談電話を受信しました。その内，相談員と直接対話せずに切れてしまっ

た「無言電話」４，３５６件をのぞくと１２，８７２件となり，１日あたり３５件の相談電話を受信していることに

なります。
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男性利用者の５０％は１０代～２０代の若者たちで、３０

代以上の男性からの相談は１５％程度となっていま

す。

１番多い１０代の相談の中では「性」の問題が６５％

と多く、性に関する情報が氾濫している現代社会の

中で、いかに多くの若者たちが性に対する悩みを持っ
ているかを知ることができます。

［
ド
晨
ａ。 １％

年代別相談件数の割合
一 女 性

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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５ ０ 代 ～ ←

１．４％

年代別相談件数の割合

４０代
３．５％

多様な女性の悩み
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
１
４

男性

女性利用者のおよそ５％が５０代以上で残りが１０代
～４０代までの年代で占められています。

相談内容も多岐にわたっており、家庭や職場、地

域社会の中で、女性の悩みが多様になっていること

を示しています。

警察庁から発表された１９８８年の自殺者は、ｒ２３、７４２人』でした。この数字は昨年より７００人余り減っ

たものの、まだ交通事故者の２．４倍にもなっています。

心痛む『自殺』をなんとか未然に防ぎたい……「ｔヽのちの電話」はこのように願って毎日活動してい
ます。
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１９８８年度事業報告

４月１日

４月１９日

５月１６日

７月２日

９月１０日

１１日

相談電話１台増設

第４期相談員養成講座開始

理事会

ボランティアフォーラム

ト ー
９月１９日理事会

１２月１０日親睦会

２月３日理事会

２月２７日チャリティーコンサート

１９８８年度の主な行事

皆様のご協力ご援助のおかげで１９８８年度もいのちの電話活動を続けることがで

きましたことを感謝申し上げますと共に、本年度の事業報告をさせていただきます。

の認可、２４時間体制の確立など、着実に歩みを進め

たいと思います。何卒一層のご支援をお願い申しあ

げます。
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１！｝８鴎Ξは、センター改装・電話台数の増設を終え、

４月１日より２台の電話で相談電話を受け始めまし

た。

財政基盤の安定を目指した社会福祉法人化は、基

金作りが一つの目的ですが、豊田寿子理事を委員長
とした基金委員会は名古屋財界の有志の方々のご協

力によって１、２００万円を積み立てることができまし理
だ。もう一つの目的である運営費に、ついては賛助、

後援会費としてご支援下さる方々が固まり、財政基
盤となっています。１９８９年度からは愛知県共同募金

会から配分金の受配団体に指定されましたことは誠
に心強い力であります。

また、事務局で開局以来、活躍された杉山郁子

（旧姓中野）さんが退職することになりました。

来年度は創立５周年を迎えます。社会福祉法人格



ぐ゙ ヽ心

『Ｗ″

財務委員会報告

自殺を未然に防止することに役立つ「’電話による

相談」の充実と発展の手段は、相談設備の拡充と、

相談員の数的増強、相談員の研修向上がその内容と

考えられます。そしてこの「電話相談」という奉仕

活動が盛んになればなるほど経費が増大することは

当然のことであります。これらの経費が篤志の方々
の賛助、寄付、助成等により支えられている以上、

奉仕活動の拡大、充実への願いは、賛助会員の増強、

寄付者の開拓を伴わないかぎり、大きな困難に直面

することになります。財務委員会の任務は、「いの

ちの電話」の経済的側面をいかに整えるかにあると
いえましょう。

しかし乍ら、開局以来３ヶ年の「名古屋いのちの

電話」の財政状況は奉仕活動の拡大とそれに伴う

経費の増加をまかなうには、奉仕者、後援者の年々
の増加にもかかわらず、毎年後追いの状態で、苦し

いやりくりを余儀なくされているのが実情でありま

す。財政基盤をはかることが「いのちの電話」の

当面の最大課題と考えて、年々賛助会員の増強を意

図して努力が重ねられて来ました。名古屋いのちの

電話の運動の恒久的な継続発展のためには、この際

開局以来・！）悲願ともいうべき社会福祉法人化を実現

して財政的にも局面の打開をはかることが得策と考

えられます。そのために目標を３、０００万円と定めて、

基金募集を実施すること；４μ１９８８年度の大きな課題で

した。

「
｜

豊田寿子理事を委員長とする基金委員会は、財務

委員会開催の都度、併せて開催され、１９８８年３月以

降基金募集が進められ、現在なお継続されています。

基金募集は、名古屋商工会議所の協力を頂いて、県

下、大小の企業・法人より広範囲の支援を頂くこと
が意図され、委員長以下委員が手分け分担して、会

社・法人の訪問依頼の働きが進められ、１９８９年３月

までに１９７法人より１、２１１万円の寄付が寄せられてい

ます。

委員会では、この基金募集の期間を更に１９８９年６

月まで延長して継続する一方、基！＆募集と並行して、

社会福祉法人設置の手続きを急ピッチで進めること

をはかっています。前年度以来、名古屋いのちの電

話の会計は、社会福祉法人会計基準に沿って整備処

理され、社会福祉法人化に向かって事務的にも前進

を示しており、相談実績の進展とあわせて、愛知県

当局との折衝も本格的に進行するものと思われます。

社会福祉法人として認可が得られ、更に広範囲に地

域社会よりの認識と支援が受けられるよう願ってい

ま す 。 （ 財 務 委 員 長 木 本 精 之 助 ）

句 作
‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ ‾ ̈ １

名 古 屋 い の ち の 電 話 は 公 的 補 助 を 受 け な い ボ ラ ン テ ィ ア 運 動 で す 。 私 た ち の 活 動 が ２ ４ 時 間 体 制 を 実 １

現し、社会福祉法人として認可されるためには、さらに多くの方々のご協力とご援助；カ１必要です。

午前１０時～午後１０時まで受け付けている相談電話２台を維持していくための資金は年間１７００万円で

す。どうぞ「名古屋いのちの電話」の資金援助にご協力下さい。

＜郵便振替＞名古屋いのちの電話名古屋１-５３７５８

＜銀行振込＞名古屋いのちの電話東海銀行大津町支店（普通）

- ５ -



運営委員会報告

名古屋いのちの電話の運営のために、多くの方々
のご協力いただきましたことを心から感謝申し上げ

ます。運営委員会の働きはまだ十分なものとは言え
ませんが、新しい方も加わっていただき、委員会の

ぐ
’¶

ｉ

のでご参照下さい。

昨年度の主な活動と内容

１．組織・運営

世話人の代表が委員に加わった。相談員の意見
を反映し、参加できる運営について話し合った。

また、副委員長を置くこととし、今後制度的に位

活動内容も少しずつ変化しています。いのちの電話置づけを明確にして行くことになったｏ
全体の活動の窓口となり、接点としての役割を果た２．チャリティーコンサートの開催（２月２７日）
すことが出来れば幸いと思います。
１９８８年度は１１名の委員で構成し、毎月１回、委員

会を開催いたしました。また特別事業の企画とその

実施に当たっては、例年のように多方面の方々が手
伝って下さいましたことを感謝いたします。
委員会の構成面での変化では、昨年からこの委員

会に世話人の代表が加わったことです。電話相談員
から選ぱれた、世話人会の代表２名が加わることに

より、相談員の抱えている問題や、いのちの電話と
してのあり方を具体的に取り上げることが出来るよ
うになったことは前進だったと思います。
また、昨年度の「フォーラム」を契機に「名古屋

いのちの電話」の組織や運営に、相談員の方々が全

体の一員として、どの様に関わり、意志の相互伝達
をどの様に円滑に進めることが出来るかについて、

出演者の都合で開催が遅れたが、チェリッシュ
にこ協力いただいた。収益は当初の見込みに達し

なかった。収益金は、基金のため用いることが出

来るように考慮していただく。
３．フォーラムの開催（７月２日、土）

内容を検討し、実施した。また、そこで出され

た意見を具体化するため、アンケートを実施し、

整理した上で個別に検討、具体化した。

４．５１て教者による支援活動の実施（１０月１５日）

栄周辺と名駅前の５ケ所で、仏教とキリスト教
の宗教家、信徒によ・る支援活動といのちの電話の

広報活動を行った。約５０人の参加があり、６０００枚
のチラシを撒くことができたことは大きな収穫で

あった。

真剣に話し合うことが出来ました。問題点を握Ｅ理し５．講演会の開催準備
て更に話合いの機会を持った結果、関係者の方々の
ご努力により、多くの点で相互理解を進めることが

出来たことは大きな収穫でした。
運営委員会の活動の主なものを右にまとめました

年度内に開催することが出来なかったが、８９年
度（６月２０日）に開催できるよう準備した。

（運営委員長塚田道生）

電話相談員養成講座第５期生募集

期間１９８９年９月１４日～１９９０年９月末の毎週１回定められた日

時間：午後６時１５分～午後９時

受講資格２０歳～６０歳

募 集 定 員 ３ ２ 名

申込締切１９８９年８月３１日俐

※お問い合わせ、及び募集要項をご希望の方は、事務局まで
〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱２５７号

名古屋いのちの電話唵＜０５２＞９７１-５１８１

- ６ -
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訓練委員会報告

- ７ -

るのが継続研修の主旨であるということから、相談

員の有志で構成される「継続研修を考える会」が計

画実施においてイニシアチブをとり、訓練委員会は

講師の斡旋などのお手伝いをした。１！｝８８年も同じ方

式で実施される。新しいグループとして「憩いの広

場」「ソーシャル・ワークを学ぶ」「事例研究」な

どがある。

ケース研究会：

継続研修とは別に、電話相談での相談員のあり方

を相互に検討し、研究するために、今年度は８回行

われた。出席者は、毎回２０名程度であった。

名古屋いのちの電話は、時間・、労力、財；ｉＦ提供し、

現代社会の様々な問題に直面し、悩んでいる人、孤

独に苦しむ人々と電話を通してがりを持ち、励ま
しあい、共に生きることを確かめていこうとするボ

ランティアの人びとの集まりです。電話というメディ
アの持つ特長と限界を踏まえて、“ボランティア ”
“素人 ”の相談員として、専門の相談機関やカウン

セラーが持ち得ない味を持たなければなりません。

それぞれが初心に返り、自分の在り方を問い相手と

共にあるための相談技術を研き自らの心の健康を守
る自己訓練をしていくことが必要だと思います。電

話相談の場のみでなく、お互いが、生活している地

域や職場で「よき隣人」となっていきたいと思いま

す。

なお、名古屋いのちの電話の研修には約５０名の

講師の先生がそれぞれ（Ｚ）専門を生か１．。、ご協力下さっ
て い ま す 。 （ 訓 練 委 員 長 中 堀 仁 四 郎 ）

多くの関心をもって下さる方々の支援を得て、名

古屋いのちの電話の活動は年々充実してきたことを

感謝しています。今年度の訓練委員会関係の活動を

報告させていただきます。

第４期相談員養成講座：
３７名の受講者を対象に、１！｝８８年の４月１９日から約

１年間の予定で実施され、１９８９年の５月９日に２６名

の方々がいのちの電話の相談員としての認定を受け

る。この間、受講者は毎週１回のペースで、２ヵ月

間の人間関係基礎訓練、更に３ヵ月間のロールプレ
イによる相談訓練をうけ、仮認定のあと１１月からは

スーパービジョンによる相談訓練の課程を経てこら

れた。自分自身のあり方をも問われる相当厳しい訓

練であった。多くの時間と労力を投入してこの課程

を終えられた方々にねぎらいの言葉を送りたいと思

う。この方々が新風を吹き込んで下さることにより、

名古屋いのちの電話の活動が更に充実することを期

待している。
ちなみに第３期養成講座までに、他のいのちの電

話から移籍してこられた方を加えて１６９名が相談

員の認定を受けた。１９８８年度は１２７名が名古屋いの

ちの電話の電話相談員として活動した。

なお、第５期相談員の養成講座の受講生募集は１９

８９年の後半に行われる予定。

四 修 ：
これは電話相談の質の向上と相談員の相互援助に

よる成長を目的とし、相談員の必修の研修である。

１９８８年度は、１グループ１０名前後、１２の研修グルー

プで行われた。「電話相談の実際-それぞれが直面

する問題をめぐってー」「精神障害と電話相談」

「いのちの電話とは」など直接的なものから、「箱

庭療法」「人間関係体験学習」「感受性訓練」「組

織の行動科学」「トランザクショナル・アナリシス」

「カウンセリングの技法と実際」等のテーマが取り

上げられた。受身ではなく、自発的に訓練に参加す



１９８８年度収支計算書

科 目 決 算 額
Ｉ収入の部
１ ． 基 本 財 産 運 用 収 入
預 金 利 息 １７７，８３３

２ ． 会 費 ・ 寄 付 金 収 入

法 人 会 曹 １５０，０００

賛 助 会 費 Ａ １，９５５，０００
〃 Ｂ ８皿０００
〃 Ｃ ６４１，０００

後 援 会 費 個 人
１ ／ ／ 団 体

寄 付 金 個 人 １，４４６，９１９
〃 団 体 彗００，０３３

〃 年 末 募 金 １，５２１，８４１

３ ． 事 業 収 入

特 別 事 業 ２７６，７８２

講 座 受 講 料 １，６３７，０００

４ ． 補 肋 金 等 収 入

助 成 金 ；３ｊ（）０，０００
５ ． 基 金 募 集 収 入

基 金 募 金 １２，０６０，０００

６ ． 雑 収 入

雑 収 入 １０３，７３８

７ ． 預 り 金 収 入

預 り 金 ７２９，１５４

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ） １？８ｊ９４，３００

前 期 繰 越 収 支 差 額 ２，１２８，２３０

収 入 合 計 （ Ｂ ） ３０，２２２，５３０

１９８８年４月１日から１９８９年３月３１日まで

科 目 決 算 額
Ⅱ支出の部
１ ． 事 業 費

教 育 訓 練 費 １，４２０，９１０

広 報 費 ：１７３，０００

調 査 研 究 費 ８２，０２０

渉 外 費 ２３，０４０

２ ． 管 理 費

通 信 費 ｊ１８４，９３０

印 刷 費 ７６５，０５３

事 務 用 品 曹 １８８，７６６

会 議 費 １１，１００

旅 費 交 通 費 ３６，６００

手 数 料 ４６，９３１

会 費 １１，９００

給 与 ・ 手 当 ″７，０１３，４２５

法 定 福 利 費 ３９９，０２９
福 利 厚 生 費 １６，６４０

通 勤 費 ４２４，５３０

共 益 費 ６００，０００

光 熱 水 費 ３６（），０００

電 話 料 ２７９，４５４

消 耗 品 費 １２９，９９８

営 繕 費 １２，７５０

備 品 費 ’ＩＱ，ＱＱＯ

連 盟 分 担 費 ２５７，０００

租 税 公 課 ０

雑 費 ０
３ ． 固 定 資 産 取 得 支 出
造 作 工 事 ＳＩβ００，０００

備 品 １７１，６００
４ ． 預 り 金 返 済 支 出

預 り 金 支 出 ６６４，０２９

５ ． 基 金 組 入 額 １２澗９，６６０

当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ） ２９，（）５２，３６５

当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） - ○ △９５８，０６５

次期繰越収支差額（Ｂ）１-○ １，１７０，１６５
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１９８９年度予算収支予算額
１９８９年４月１日から１９９０年３月３１日まで

科 目 予 算 額
ＩＩ支出の部
１ ． 事 業 費

教 育 訓 練 費 １１５５０，０００
広 報 費 ４５０，０００

調 査 研 究 費 ２７０，０００

渉 外 費 ３０，０００

２ ． 管 理 費

通 信 費 ５０（），０００

印 刷 費 ４５０，０００

事 務 用 品 費 １５０，０００

会 議 費 １５，０００

旅 費 交 通 費 ４０，０００

手 数 料 ５０，０００

会 費 １０，０００

給 与 ・ 手 当
’７μ０，００００

法 定 福 利 費 ４５０，０００

福 利 厚 生 費 ３０，０００

通 勤 費 ４９０，０００

共 益 費 ６０（），０００

光 熱 水 費 ３６（），０００

電 話 料 ３０（），０００

消 耗 品 費 ２００，０００

営 繕 費 ５０，０００

備 品 費 ４００，０００

連 盟 分 担 金 ２５０，０００

租 税 公 課 ５，０００

雑 費 １０，０００

３ ． 固 定 資 産 取 得 支 出

造 作 工 事 ０

４ ． 預 り 金 返 済 支 出

預 り 金 支 出 ｊ１５０，０００

５ ． 基 金 組 入 額 １，１００，０００

当 期 支 出 合 計 ○ １６，７１０，０００

当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） - （ ○ ３８０，０００

次期繰越収支差額（Ｂ）-（○ １，５５０，１６５

くるしみなやみいっしょに

ひ と り ぼ っ ち で 悩 ま ず に … … ０ ５ ２ （ ９ ７ １ ）

- ９ -

し
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科 目 予 算 額
Ｉ収入の部
１ ． 基 本 財 産 運 用 収 入
預 金 利 息 ４００，０００

２ ． 会 費 ・ 寄 付 金 収 入

法 人 会 費 １，（）００，０００

賛 助 会 費 Ａ ２，５００，０００

〃 Ｂ １，（）５０，０｛）０

／ ／ Ｃ ９６（），０００

後 援 会 費 個 人 １，０００，０００

〃 団 体 ２，（）（）０，０００

寄 付 金 個 人 ５００，０００

〃 団 体 １，０００，０００

／ ／ 年 末 募 金 １！，（）００，０００

３ ． 事 業 収 入

特 別 事 業 １，１５００，０００

講 座 受 講 料 ・ 等 Ｌ１３０，０００

４．補助金等収入

助 成 金 １，１５００，０００

５ ． 基 金 募 集 収 入

基 金 募 金 ０

６ ． 雑 収 入

雑 収 入 １００，０００

７ ． 預 り 金 収 入

預 り 金 ４５０，０００

当 期 収 入 合 計 （ Ａ ） １″７，０９０，０００

前 期 繰 越 収 支 差 額 １，１７０，１６５

収 入 合 計 （ Ｂ ） １８，２６０，１６５



ご援助ありがとうございます
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社会福祉法人聖霊病院
カトリック東山教会
長浦カトリック教会
日本キリスト教団名古屋教会
小牧カトリック教会
キリスト新古有伝道所松田一路
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聖霊病院
日本キリスト教会名東教会婦人会
岩田電算機会計事務所
学校法人金城学院
日本基督教団尾張一宮教会
安田由久家庭集会一同
聖ドミニコの宣教修道女会岡崎修道院
日本キリスト教団敦賀教会
祈の家ヘルモン荘松田一路
多治見カトリック教会
日本基督教団南山教会
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名古屋ＹＭＣＡ
日本基督教団岡崎教会
一宮聖光教会
在日大韓基督教名古屋教会婦人会
日本キリスト教団名古屋東教会
名古屋桜山教会
天白伝道所渡逸徹朗
カトリック金沢教会
財団法人名古屋ＹＷＣＡ
日本キリスト教団豊山教会
豊橋カトリック教会

黒 豊 重
しづ子

１９８９年１月１日より３月３１日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共
にご報告申し上げます。

名古屋いのちの電話
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

＝個人会員＝（順不同・敬称略）
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谷
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芒

巴

日本聖公会中部教区伝道所
日本基督教団鳴海教会
一宮カトリック教会
日本キリスト教団愛知教会婦人会
財団法人名古屋キリスト教青年会

安田キリスト教会牧師内村撤母耳
日本基督教団批杷島教会
日本基督教団名古屋北教会
名古屋ロータリークラブ

第１５回自殺予防シンポジウム

名古屋開催について

＜自殺予防学会の歴史＞
日本における自殺研究は１９００年（明治３３年）東大

の精神科教授、呉秀三にはじまるといわれています。

しかし、その後の自殺研究は誤解と偏見に妨げられ

て遅々として進みませんでした。いわんや自殺を予

防しようとする実践活動は、長い間社会から注目さ

れることはありませんでした。
ここで次の数字をご覧下さい。警視庁の発表によ

ると、１９８７年の交通事故死者数は、９、３４７人、それ

にたいしｌ自１殺者は２５、５２４人にのぼります。自殺者は

交通事故死者の何と２．５倍もあるのです。しかし、

交通事故防止対策に注がれるエネルギーや予算に比
べれば、自殺予防へのそれはゼロにも等しいという

のが現状です。

この問題について、わが国ではようやく１９７０年こ

ろから反省され、東京を中心に研究会が開かれ、そ

れが１９７９年には日本自殺予防研究会となり、さらに

これが発展して、１９８３年には自殺予防学会（理事長

加藤正明）となりました。この学会は、自殺はも
とより、あらゆる自己破壊活動を防止するための研

究・実践及び啓蒙活動を行うことを目的としていま

す。この会員は研究者・医師・教師・看護婦・会社

員・主婦など、自殺予防に関心のある市民なら誰で

も入ることができます。名古屋いのちの電話も１９８８

年に団体会員として加入しました。

日本キリスト教団広路教会
日本基督教団刈谷教会
港カトリック教会
幼き聖マリア修道会

＜名古屋開催について＞
この学会は「自殺予防と危機介入」という機関紙

を年１回刊行すると共に、年１回、各地で「自殺予

防シンポジウム」を開催し、自殺予防の啓蒙活動を

行ってきました。
この学会は発足当時から、いのちの電話とは深い

つながりを持っています。電話相談の実践を通じて

学会に問題提起され、また、学会から電話相談につ
いて厳しい意見・・１）提案がされてきました。この両者

は相たずさえて発展してきたといってよいでしょう。

さて、自１殺予防学会から、名古屋いのちの電話と

共催で「自殺予防シンポジウム」を名古屋で開催す

るよう要請を受けました。これを受けて１！｝８８年９月

理事会でこれを受諾し、１９９０年１０月開催をめどに、

実行委員会を組織することとなりました。名古屋
いのちの電話としては、社会福祉法人認可と、開局

５周年を記念して、この会を成功させ、自殺予防と

電話相談の意義を更に広く社会に訴えたいと考えて
います。
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一第２回公開講演会終るー

去る６月２０日（火）、午後３時から栄の名古屋中

央教会で、第２回名古屋いのちの電話公開講演会か

開かれました。講師は、日本における精神医学の中

心的指導者の一人、笠原嘉先生（名古屋大学医学部

教授・名古屋いのちの電話理事・愛知県精神保健協

会理事）。「生きがいの問題をめぐって」の演題の

もとに、一般市民、いのちの電話相談員約２３０名を

前に、独特の語り口で、精神健康の基本についてお

話下さいました。電話相談員にとっては日ごろ当面

する問題について多くのヒントが与えられました。

好評に応えてまた新しい企画を考えています。

｜

ｌ
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１９８９．初夏

１９８９年７月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編槃人広報委員会
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事務局Ｓ０５２-９７１-５１８１郵便振替口座名古屋１-５３７５８

名古屋いのちの電話

何かと忙しい毎日。“ゆとり”を大切に、とは思いつつ、ついつい忙しい方に足が向かってしまう今

日このごろ。遊びごころを忘れないようにしたいものです。遅れに遅れた年度報告号。御一読を感謝

申し上げます。１９８９年度も、何卒宜しくお願いいたします。

匹 ‰ 羅 政 績 融
【ＭＥＭＯ】
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